
2026 年度
聖徳学園中学校 適性検査（3科型）

適性検査Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　解答例と解説

　この解答例と解説はあくまでも採点の一例を示したものです。
　本校にお問い合わせいただきましても、個別の採点内容等につきましては、
お答えできません。あらかじめご了承ください。



適
性
検
査
Ⅰ
〈
３
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〉
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答
例
／
解
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文
章
１ 

 

出
典
は
、
下
重
暁
子
『
若
者
よ
、
猛
省
し
な
さ
い
』
に
よ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
後
、
公
益
財
団
法
人
の
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
文
筆
活

動
に
入
っ
た
著
者
が
、
挫
折
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で

あ
る
。
挫
折
し
た
と
き
に
は
心
の
ケ
ア
が
必
要
だ
と
述
べ
た
あ
と
で
、
自
分
の

経
験
を
ふ
ま
え
て
諦
め
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
、
自
分
の
才
能
を
信
じ
て

諦
め
ず
に
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
追
求
し
て
い
れ
ば
、
い
つ
か
道
が
開
け
る
と

述
べ
て
い
る
。
挫
折
を
乗
り
越
え
て
成
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て
筆
者
の
考
え
を

理
解
し
て
い
き
た
い
。 

 

文
章
２ 

 

出
典
は
、
川
端
裕
人
『
風
の
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン 

銀
河
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ   

ガ
ー
ル
ズ
』
に
よ
る
。
同
著
者
に
よ
る『
銀
河
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
』の
前
日
の

話
で
、
所
属
し
て
い
た
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
解
散
し
た
こ
と
で
行
き
場
を

失
っ
た
小
学
五
年
生
の
高
遠
エ
リ
カ
が
、
同
じ
く
チ
ー
ム
を
な
く
し
て
コ
ー
チ

を
探
し
て
い
る
ツ
バ
サ
と
練
習
し
て
い
た
と
き
に
大
人
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
・
ミ
サ
キ
と
知
り
合
う
。な
か
な
か
チ
ー
ム
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、エ
リ
カ
も

ツ
バ
サ
も
諦
め
な
い
。
そ
ん
な
二
人
が
ミ
サ
キ
と
の
出
会
い
を
通
し
て
新
た
な

視
点
を
得
て
夢
を
追
い
求
め
る
様
子
を
と
ら
え
て
い
き
た
い
。

〔
問
題
１
〕 

解
答 ア 

文
学
や
芸
術 

 

イ 

才
能 

【
解
説
】 

ア 

「
心
を
支
え
て
く
れ
る
も
の
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
考
え
る
。「
挫

折
」
は
「
心
の
挫
折
」
だ
か
ら
、「
心
の
ケ
ア
」
が
必
要
で
、
そ
れ
に
は
「
文
学

や
芸
術
が
欠
か
せ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
心
を
支
え
て
く
れ

る
も
の
」
は
「
文
学
や
芸
術
」
で
あ
る
。 

イ 

後
半
の
「『
諦
め
る
こ
と
』
は
し
て
欲
し
く
な
い
」
に
着
目
。
筆
者
は
、
挫

折
し
た
と
し
て
も
た
だ「
自
分
の
才
能
が
首
を
す
く
め
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
」

ず
、「
少
し
休
め
ば
」
ま
た
進
み
出
せ
る
と
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
挫
折
し
た

か
ら
と
い
っ
て
早
々
と
「
自
分
に
見
切
り
を
つ
け
て
欲
し
く
な
い
」
と
訴
え
て

い
る
。「
う
ま
く
ゆ
か
ぬ
要
素
」
は
、「
社
会
環
境
や
時
代
の
せ
い
」
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
だ
か
ら
、「
自
分
だ
け
は
自
分
の
才
能
を
信
じ
て
や
り
た
い
」
と
い
う

の
で
あ
る
。
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〔
問
題
２
〕 

解
答
例 

ウ 
断
ら
れ
る
こ
と
（
六
字
） 

エ 
自
分
た
ち
で
チ
ー
ム
を
作
る
（
十
一
字
） 

【
解
説
】 

ウ 

ツ
バ
サ
が「
ぼ
く
、今
、チ
ー
ム
が
な
い
ん
で
す
」と
言
う
の
を
聞
い
て
、

エ
リ
カ
も「
あ
た
し
だ
っ
て
、チ
ー
ム
が
ほ
し
い
！
」と
叫
び
そ
う
に
な
る
ほ
ど

強
く
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
き
っ
と
断
ら
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
」
そ
の
願
い

を
口
に
出
せ
ず
に
お
り
、エ
リ
カ
の
そ
う
い
う
態
度
を「
臆
病
」と
表
現
し
て
い

る
。 

エ 

エ
リ
カ
は「
チ
ー
ム
が
ほ
し
い
」と
思
っ
て
お
り
、自
分
が
入
る
の
に
ち
ょ

う
ど
い
い
チ
ー
ム
が
な
い
か
探
し
て
い
る
。
そ
ん
な
エ
リ
カ
に
ミ
サ
キ
は
「
自

分
た
ち
で
チ
ー
ム
を
作
れ
ば
い
い
」
と
助
言
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
で
チ
ー
ム

を
作
る
と
い
う
発
想
は
エ
リ
カ
に
は
な
か
っ
た
の
で
、「
頭
を
殴
ら
れ
た
み
た
い

な
衝
撃
を
受
け
た
」の
で
あ
る
。今
後
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
得
て
、目
が
開
か

れ
る
思
い
が
し
て
い
る
。 

〔
問
題
３
〕 

解
答
例 

 

解
答
省
略 

【
解
説
】 

 

ま
ず
は
問
題
と
条
件
を
よ
く
読
ん
で
、
作
文
の
テ
ー
マ
と
文
章
か
ら
読
み
取

る
こ
と
を
整
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
条
件
が
合
わ
な
い
と
、
減
点
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
気
を
つ
け
た
い
。ま
ず
、条
件
①
と
し
て
、
文
章
１
・
文

章
２
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
ま
と
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
文
章
１
・
文
章
２

に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
諦
め
な
い
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
追
い
求
め
る

姿
勢
で
あ
る
。条
件
②
に
は「
経
験
」が
あ
る
と
き
は
一
つ
に
し
ぼ
っ
て
書
く
こ

と
と
あ
る
の
で
、
具
体
的
な
挫
折
の
経
験
を
一
つ
挙
げ
て
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

た
方
法
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
。
そ
の
際
、「
諦
め
な
い
こ
と
」
と
関
連
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。「
経
験
」
が
な
い
と
き
は
、
挫
折
し
た
場
合
に
ど
の
よ

う
に
対
処
し
よ
う
と
思
う
か
を
書
く
。条
件
③
の
段
落
分
け
も
気
を
つ
け
た
い
。 

１ 

〔問題１〕 

 

 

５０ 

 

 

 

【解 説】 

スタート地点から３か所のチェック地点をまわってゴール地点へ行く行き方の

うち、最初にＢ地点をまわる行き方を図に表すと、次のように６通りあります。

よって、最初にまわるチェック地点がＣ地点、Ｄ地点、Ｅ地点の場合も同じよう

に６通りずつあるので、全部で、６×４＝24(通り)です。 

〔スタート地点から３か所のチェック地点をまわってゴール地点へ行く行き方〕 

（ 24   ）通り 

〔すべてのチェック地点をまわってゴール地点へ行くことができない理由〕 

すべてのチェック地点に行くと必ずＡ地点にもどってしまうので、そのあと

同じ道を通らないとＦ地点に行くことができず、ゴール地点にも向かうこと

ができないから。 

  Ｃ  Ａ  Ｄ 

Ｅ 

スタート  Ａ  Ｂ  Ｆ  Ｄ  Ａ  Ｃ Ｆ  ゴール 

Ｅ 

Ｅ  Ａ  Ｃ 

Ｄ 
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〔
問
題
２
〕 

解
答
例 

ウ 

断
ら
れ
る
こ
と
（
六
字
） 

エ 

自
分
た
ち
で
チ
ー
ム
を
作
る
（
十
一
字
） 

【
解
説
】 

ウ 

ツ
バ
サ
が「
ぼ
く
、今
、チ
ー
ム
が
な
い
ん
で
す
」と
言
う
の
を
聞
い
て
、

エ
リ
カ
も「
あ
た
し
だ
っ
て
、チ
ー
ム
が
ほ
し
い
！
」と
叫
び
そ
う
に
な
る
ほ
ど

強
く
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
き
っ
と
断
ら
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
」
そ
の
願
い

を
口
に
出
せ
ず
に
お
り
、エ
リ
カ
の
そ
う
い
う
態
度
を「
臆
病
」と
表
現
し
て
い

る
。 

エ 

エ
リ
カ
は「
チ
ー
ム
が
ほ
し
い
」と
思
っ
て
お
り
、自
分
が
入
る
の
に
ち
ょ

う
ど
い
い
チ
ー
ム
が
な
い
か
探
し
て
い
る
。
そ
ん
な
エ
リ
カ
に
ミ
サ
キ
は
「
自

分
た
ち
で
チ
ー
ム
を
作
れ
ば
い
い
」
と
助
言
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
で
チ
ー
ム

を
作
る
と
い
う
発
想
は
エ
リ
カ
に
は
な
か
っ
た
の
で
、「
頭
を
殴
ら
れ
た
み
た
い

な
衝
撃
を
受
け
た
」の
で
あ
る
。今
後
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
得
て
、目
が
開
か

れ
る
思
い
が
し
て
い
る
。 

〔
問
題
３
〕 

解
答
例 

 

解
答
省
略 

【
解
説
】 

 

ま
ず
は
問
題
と
条
件
を
よ
く
読
ん
で
、
作
文
の
テ
ー
マ
と
文
章
か
ら
読
み
取

る
こ
と
を
整
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
条
件
が
合
わ
な
い
と
、
減
点
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
気
を
つ
け
た
い
。ま
ず
、条
件
①
と
し
て
、
文
章
１
・
文

章
２
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
ま
と
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
文
章
１
・
文
章
２

に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
諦
め
な
い
で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
追
い
求
め
る

姿
勢
で
あ
る
。条
件
②
に
は「
経
験
」が
あ
る
と
き
は
一
つ
に
し
ぼ
っ
て
書
く
こ

と
と
あ
る
の
で
、
具
体
的
な
挫
折
の
経
験
を
一
つ
挙
げ
て
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

た
方
法
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
。
そ
の
際
、「
諦
め
な
い
こ
と
」
と
関
連
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。「
経
験
」
が
な
い
と
き
は
、
挫
折
し
た
場
合
に
ど
の
よ

う
に
対
処
し
よ
う
と
思
う
か
を
書
く
。条
件
③
の
段
落
分
け
も
気
を
つ
け
た
い
。 

適性検査Ⅱ
１ 

〔問題１〕 

 

 

５０ 

 

 

 

【解 説】 

スタート地点から３か所のチェック地点をまわってゴール地点へ行く行き方の

うち、最初にＢ地点をまわる行き方を図に表すと、次のように６通りあります。

よって、最初にまわるチェック地点がＣ地点、Ｄ地点、Ｅ地点の場合も同じよう

に６通りずつあるので、全部で、６×４＝24(通り)です。 

〔スタート地点から３か所のチェック地点をまわってゴール地点へ行く行き方〕 

（ 24   ）通り 

〔すべてのチェック地点をまわってゴール地点へ行くことができない理由〕 

すべてのチェック地点に行くと必ずＡ地点にもどってしまうので、そのあと

同じ道を通らないとＦ地点に行くことができず、ゴール地点にも向かうこと

ができないから。 

  Ｃ  Ａ  Ｄ 

Ｅ 

スタート  Ａ  Ｂ  Ｆ  Ｄ  Ａ  Ｃ Ｆ  ゴール 

Ｅ 

Ｅ  Ａ  Ｃ 

Ｄ 

1
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

できるだけ道のりが短い道を通る行き方を考えます。はじめにＣ地点を通った

あとはＦ地点に向かうよりＡ地点にもどるほうが道のりが短いので、Ａ地点に

もどります。また、Ｄ地点とＥ地点については、Ａ地点からＤ地点を通ったあと、

Ａ地点にもどらず、Ｆ地点を通ってＥ地点に向かうと道のりが短く、その後Ａ地

点に向かうのではなく、Ｆ地点にもどるほうが道のりが短いので、ゴールに向か

う直前にＤ地点とＥ地点を通ることとします。よって、Ｃ地点からＡ地点にもど

ったあとはＢ地点に向かい、またＡ地点にもどったあとにＤ地点、Ｅ地点に向か

いゴールに向かう行き方が、通る道のりの長さの合計が最も短くなります。  

〔スタート地点を出発してからゴール地点に着くまでにかかる時間〕 

 

                  （  50  ）分 

 

〔チェック地点を通る順番〕〔（記入例）スタートＡ→Ｂ→Ｆ→ゴール〕 

 

スタート→Ａ→Ｃ→Ａ→Ｂ→Ａ→Ｄ→Ｆ→Ｅ→Ｆ→ゴール 

 
〔時間を求める式〕 

 

ゴール地点まで歩くときの道のりの合計は、 

600＋180＋180＋420＋420＋240＋120＋360＋360＋120＝3000(ｍ) 

よって、ゴール地点に着くまでにかかる時間は、最も短い場合、 

3000÷60＝50(分) 
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

できるだけ道のりが短い道を通る行き方を考えます。はじめにＣ地点を通った

あとはＦ地点に向かうよりＡ地点にもどるほうが道のりが短いので、Ａ地点に

もどります。また、Ｄ地点とＥ地点については、Ａ地点からＤ地点を通ったあと、

Ａ地点にもどらず、Ｆ地点を通ってＥ地点に向かうと道のりが短く、その後Ａ地

点に向かうのではなく、Ｆ地点にもどるほうが道のりが短いので、ゴールに向か

う直前にＤ地点とＥ地点を通ることとします。よって、Ｃ地点からＡ地点にもど

ったあとはＢ地点に向かい、またＡ地点にもどったあとにＤ地点、Ｅ地点に向か

いゴールに向かう行き方が、通る道のりの長さの合計が最も短くなります。  

〔スタート地点を出発してからゴール地点に着くまでにかかる時間〕 

 

                  （  50  ）分 

 

〔チェック地点を通る順番〕〔（記入例）スタートＡ→Ｂ→Ｆ→ゴール〕 

 

スタート→Ａ→Ｃ→Ａ→Ｂ→Ａ→Ｄ→Ｆ→Ｅ→Ｆ→ゴール 

 
〔時間を求める式〕 

 

ゴール地点まで歩くときの道のりの合計は、 

600＋180＋180＋420＋420＋240＋120＋360＋360＋120＝3000(ｍ) 

よって、ゴール地点に着くまでにかかる時間は、最も短い場合、 

3000÷60＝50(分) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

〔問題１〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

食料自給率とは、日本で食べている食べ物のうち、どれだけが日本でつく

られているかを割合で示したものです。そのため、国内生産量÷国内消費

量×１００で求めることができます。１９８０年は４３１÷５９７×１０

０＝７２.１９…となり、小数第一位を四捨五入して７２％となります。２

０００年は５２１÷１５５４×１００＝３３.５２…となり、小数第一位を

四捨五入して３４％となります。２０２３年は５０２÷１２４３×１００

＝４０.３８…となり、小数第一位を四捨五入して４０％となります。 

３つの年を比較すると、１９８０年のみ自給率が高く、それ以外の年の食

料自給率が低いことがわかります。国内生産量が増加していない理由や輸

入量が増加している理由について考えると、国内で生産する時間や手間と

比べて海外から輸入した方が安く済むのではないかと考えることができま

す。 

 

 

（例）食料自給率が低くなっていることから、国内で肉牛を育てる費

用や時間を考えると、外国産の牛肉を輸入したほうが安く済むと考え

るようになったのだと思う。 

1980 年 ・ 2000 年 ・ 2023 年           ％ 72 

2000 年は 34％、2023 年は 40％  
２
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

飛鳥時代には、会話文中に仏教が伝来したことで、仏教の殺生や肉食を罪

悪とする思想が広まったこと、天武天皇によって肉食禁止令が出されたこ

とが分かります。 

平安時代には、資資料料２２から牛を牛車として利用しているようすが読み取れ、

肉食用としていなかったことが分かります。 

江戸時代には、資資料料３３の生類憐みの令から、生類すべてに慈悲の心を持つ

ことが命じられたことが読み取れます。 

明治時代には、資資料料４４から西洋の文化が日本に伝わったこと、会話文中に

福沢諭吉によって肉食がすすめられたことが読み取れます。 

 

 

  

 
（例）仏教の教えで動物を殺したり、肉を食べたりすることが悪いこ

とであると考えられていたから。明治時代には、西洋文化が流入して

食においても西欧化が進み、福沢諭吉による肉食の奨励などもあっ

て、人々が牛肉を食べ始めるようになった。 

（例）平安時代：牛を食べる対象としてではなく、人々の生活の中で

利用する対象としていたから。 

（例）江戸時代：動物を殺してはならないという命令が下ったから。 

 飛鳥時代 ・ 平安時代 ・ 江戸時代 
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

飛鳥時代には、会話文中に仏教が伝来したことで、仏教の殺生や肉食を罪

悪とする思想が広まったこと、天武天皇によって肉食禁止令が出されたこ

とが分かります。 

平安時代には、資資料料２２から牛を牛車として利用しているようすが読み取れ、

肉食用としていなかったことが分かります。 

江戸時代には、資資料料３３の生類憐みの令から、生類すべてに慈悲の心を持つ

ことが命じられたことが読み取れます。 

明治時代には、資資料料４４から西洋の文化が日本に伝わったこと、会話文中に

福沢諭吉によって肉食がすすめられたことが読み取れます。 

 

 

  

 
（例）仏教の教えで動物を殺したり、肉を食べたりすることが悪いこ

とであると考えられていたから。明治時代には、西洋文化が流入して

食においても西欧化が進み、福沢諭吉による肉食の奨励などもあっ

て、人々が牛肉を食べ始めるようになった。 

（例）平安時代：牛を食べる対象としてではなく、人々の生活の中で

利用する対象としていたから。 

（例）江戸時代：動物を殺してはならないという命令が下ったから。 

 飛鳥時代 ・ 平安時代 ・ 江戸時代 

〔問題３〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】  

資資料料５５からは、国産牛肉の価格に大きな変化が見られないこと、アメリカ

産牛肉の価格の変動が大きいことが読み取れます。 

資資料料６６からは、２０１３年から２０２３年にかけて海外、とくに中国や韓

国、アメリカでの日本食レストランの店舗数が増えてきていることが読み

取れます。 

資資料料７７は和牛であることを示す認定証、資資料料８８は日本を代表する近江牛を

使ったさまざまな商品が販売されていることがわかります。 

読み取ることができるこれらの内容のうち二つを結びつけて解答をつくり

ます。 

  

 

資資料料５５  ・ 資資料料６６  ・  資資料料７７  ・ 資資料料８８ 

（例）アメリカ産の牛肉が値上がりして、国産牛との値段の差が小さ

くなっている。このチャンスを生かして、国産牛をブランドとして

有名にし、価値を高めて、海外への輸出をふやしていく。 

（例）資料６・８：海外の日本食レストランの店舗数を増やし、そこ

で日本の国産牛を使ったオリジナル商品を扱ったりオリジナル料

理を開発したりすることで、国産牛の海外消費を増やす。 
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３ 

〔問題１〕 

 
【解 説】 

表１から、あわの高さが最も高くなったのは液体ハンドソープの体積が 

９０ｍＬ、水の体積が６０ｍＬのときとわかります。全体の体積（液体ハンドソ

ープの体積＋水の体積）に対する液体ハンドソープの体積の割合（％）は、 

９０÷（９０＋６０）×１００＝６０（％）となります。また、最もあわ立ちが

良いときの割合で全体の体積が２００ｍＬになるようにするには、全体の体積

２００ｍＬに対する液体ハンドソープの体積の割合（％）を６０％にすればよい

ので、入れる液体ハンドソープの体積は２００×０．６＝１２０（ｍＬ）、 

水の体積は２００－１２０＝８０（ｍＬ）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

最もあわ立ちが良いときの全体の体積（液体ハンドソープの体積＋水の

体積）に対する液体ハンドソープの体積の割合（％） 

 

                        ６０   ％ 

 

最もあわ立ちが良いときの割合で全体の体積が２００ｍＬになるよう

にするときの、液体ハンドソープと水の量 

 

液体ハンドソープ  １２０  ｍＬ 

 

                   

水          ８０  ｍＬ 

 

 
３
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３ 

〔問題１〕 

 
【解 説】 

表１から、あわの高さが最も高くなったのは液体ハンドソープの体積が 

９０ｍＬ、水の体積が６０ｍＬのときとわかります。全体の体積（液体ハンドソ

ープの体積＋水の体積）に対する液体ハンドソープの体積の割合（％）は、 

９０÷（９０＋６０）×１００＝６０（％）となります。また、最もあわ立ちが

良いときの割合で全体の体積が２００ｍＬになるようにするには、全体の体積

２００ｍＬに対する液体ハンドソープの体積の割合（％）を６０％にすればよい

ので、入れる液体ハンドソープの体積は２００×０．６＝１２０（ｍＬ）、 

水の体積は２００－１２０＝８０（ｍＬ）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

最もあわ立ちが良いときの全体の体積（液体ハンドソープの体積＋水の

体積）に対する液体ハンドソープの体積の割合（％） 

 

                        ６０   ％ 

 

最もあわ立ちが良いときの割合で全体の体積が２００ｍＬになるよう

にするときの、液体ハンドソープと水の量 

 

液体ハンドソープ  １２０  ｍＬ 

 

                   

水          ８０  ｍＬ 

 

 

 

〔問題２〕 

 
【解 説】 

資料１・２より、ノズルをおすと、ボールＡの栓が開き容器内の液体がおし上げ

られて、液体があみ目につくことがわかります。あわになって出るハンドソープ

は、液体のまま出るハンドソープに比べて水っぽいので、液体があみ目に広がり

ます。また、資料２より、このとき同時に、Ｃの部分がおし下げられ、空気室の

中の空気があみ目を通りながらノズルの中に送りこまれることがわかります。

このノズルの中に送りこまれた空気が液体と混ざり、あみ目を通るときにあわ

ができ、ノズルから出ていきます。 

 

（例）ノズルをおすと、容器内の液体があみ目に広がり、ノズル内のお

し出された空気によって液体があみ目からあわとなって出てくる。 

 

（例）ノズルをおすと、容器内の液体があみ目によって、小さなシャボ

ン玉が集まった状態で出てくる。 
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適性検査Ⅲ
１ 

〔問題１〕 

 

   

 

 

【解 説】 

もう１個の立方体○アの積み木を切り分ける場所は、

右の図の①または②が考えられます。①を立方体○ア

の積み木として切り分けた場合、直方体○ウの積み木

を切り分けることができなくなってしまうので、 

もう１個の立方体○アの積み木を切り分ける場所は②

になります。よって、直方体○ウの積み木２個を切り 

分けることができる場所は、立方体○イの積み木４個

を切り分けた場所のうら側になり、三角柱○エの積み

木４個を切り分ける場所は、立方体○イの積み木４個

を切り分けた場所の上になります。 

適 性 検 査 Ⅲ 

 
１

〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

木片の直方体の辺の長さ12cmと 20cmを積み木の直方体の辺の長さ８cmで

わると、12÷８＝１あまり４、20÷８＝２あまり４となり、あまりが出て

しまうため、積み木をどのような向きで切り分けても木片のあまりが出て

しまいます。 

積み木をできるだけたくさん作るには、 

なるべくあまりが出ないような向きで積み

木を切り分けます。４cm は、12cm と 20cm

のいずれもわり切れ、６cm は、12cm であれ

ばわり切れるので、右の図のように、積み

木の直方体の６cm の辺が、木片の直方体の

12cmの辺にくるような向きで切り分けます。

よって、作ることができる積み木の数は、

12÷６＝２、20÷４＝５、20÷８＝２あまり

４より、２×５×２＝20(個)です。 

 

  

正しい       ・     正しくない 

 

 

理由  積み木の直方体の辺の長さ６cm は、木片の直方体の辺の長さ 

20cm の約数ではなく、積み木の直方体の辺の長さ８cm は、 

木片の直方体の辺の長さ 12cm と 20cm の約数ではないので、 

どの向きで切り分けてもあまりが出てしまうから。 

作ることができる積み木の数は、12÷６＝２、20÷４＝５、 

20÷８＝２あまり４より、２×５×２＝20(個) 
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１ 

〔問題１〕 

 

   

 

 

【解 説】 

もう１個の立方体○アの積み木を切り分ける場所は、

右の図の①または②が考えられます。①を立方体○ア

の積み木として切り分けた場合、直方体○ウの積み木

を切り分けることができなくなってしまうので、 

もう１個の立方体○アの積み木を切り分ける場所は②

になります。よって、直方体○ウの積み木２個を切り 

分けることができる場所は、立方体○イの積み木４個

を切り分けた場所のうら側になり、三角柱○エの積み

木４個を切り分ける場所は、立方体○イの積み木４個

を切り分けた場所の上になります。 

適 性 検 査 Ⅲ 

 

〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

木片の直方体の辺の長さ12cmと 20cmを積み木の直方体の辺の長さ８cmで

わると、12÷８＝１あまり４、20÷８＝２あまり４となり、あまりが出て

しまうため、積み木をどのような向きで切り分けても木片のあまりが出て

しまいます。 

積み木をできるだけたくさん作るには、 

なるべくあまりが出ないような向きで積み

木を切り分けます。４cm は、12cm と 20cm

のいずれもわり切れ、６cm は、12cm であれ

ばわり切れるので、右の図のように、積み

木の直方体の６cm の辺が、木片の直方体の

12cmの辺にくるような向きで切り分けます。

よって、作ることができる積み木の数は、

12÷６＝２、20÷４＝５、20÷８＝２あまり

４より、２×５×２＝20(個)です。 

 

  

正しい       ・     正しくない 

 

 

理由  積み木の直方体の辺の長さ６cm は、木片の直方体の辺の長さ 

20cm の約数ではなく、積み木の直方体の辺の長さ８cm は、 

木片の直方体の辺の長さ 12cm と 20cm の約数ではないので、 

どの向きで切り分けてもあまりが出てしまうから。 

作ることができる積み木の数は、12÷６＝２、20÷４＝５、 

20÷８＝２あまり４より、２×５×２＝20(個) 
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〔問題３〕 

 

【解 説】 

最も大きい１辺の長さが５cm の立方体

を２個切り分けると、残りの木片は右の

図のような直方体の形になります。この

木片から切り分けることができる最も 

大きい立方体の１辺の長さは２cmなので、

５÷２＝２あまり１より、２×２＝４(個) 

切り分けることができます。切り分けた

あとの残りの木片は、右の図のかげを 

つけた部分の形をした立体になります。 

この立体から切り分けることができる立方体の１辺の長さは１cmです。 

かげをつけた部分の立体の体積は、２×５×５－２×２×２×４＝18(cm3)、

１辺の長さが１cmの立方体の体積は１cm3なので、18÷１＝18(個)切り 

分けることができます。 

  

立方体の形をした積み木の  １辺５cm ２個 

１辺の長さと個数      １辺２cm ４個 

              １辺１cm 18個 

 

理由  最も大きい立方体の１辺の長さは５cmだから、12÷５＝２ 

あまり２より、２個できる。残りの木片は、縦５cm、横２cm、 

高さ５cmの直方体だから、次に切り分ける立方体の１辺の長さ 

は２cmである。５÷２＝２あまり１より、１辺の長さ２cmの 

立方体は、２×２＝４(個)できる。残りの木片の体積は、 

５×12×５－５×５×５×２－２×２×２×４＝18(cm3)だから、 

１辺の長さ１cmの立方体が、18÷(１×１×１)＝18(個)できる。 

２ 
〔問題１〕 

 
【解 説】 

二酸化炭素が水に溶けると、その水溶液は酸性を示します。また、会話文か

ら、ＢＴＢ溶液は、水溶液の性質によって色が変わり、アルカリ性では青色、

中性では緑色、酸性では黄色を示すことがわかります。このことを利用する

と、ＢＴＢ溶液が緑色から黄色に変化したときは水溶液に溶けている二酸化炭

素の量が増えた、ＢＴＢ溶液が緑色から青色に変化したときは水溶液に溶けて

いる二酸化炭素の量が減ったと考えられ、二酸化炭素の量を調べることができ

ます。 

 

〔問題２〕 
 
 
 
 
 
 
 

【解 説】 

資料１と資料２から、植物が光合成を行うときは二酸化炭素を取り入れて酸素

を出し、呼吸を行うときは酸素を取り入れて二酸化炭素を出すことがわかりま

す。また、植物に光が当たっているときは光合成と呼吸の両方が行われているこ

とがわかります。さらに実験では、試験管ＢのＢＴＢ溶液が緑色から青色に変化

しました。これらのことから、オオカナダモが呼吸で出す二酸化炭素より、光合

成で取り入れる二酸化炭素の量のほうが多かったため、水溶液に溶けている二

酸化炭素の量が減ったと考えられます。 

オオカナダモが呼吸で出す二酸化炭素より、光合成で取り入れる二酸 
 

化炭素の量のほうが多かったから。    

    

    

 

 

二酸化炭素は水に溶け、酸性を示す性質があるから。 
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〔問題３〕 

 

【解 説】 

最も大きい１辺の長さが５cm の立方体

を２個切り分けると、残りの木片は右の

図のような直方体の形になります。この

木片から切り分けることができる最も 

大きい立方体の１辺の長さは２cmなので、

５÷２＝２あまり１より、２×２＝４(個) 

切り分けることができます。切り分けた

あとの残りの木片は、右の図のかげを 

つけた部分の形をした立体になります。 

この立体から切り分けることができる立方体の１辺の長さは１cmです。 

かげをつけた部分の立体の体積は、２×５×５－２×２×２×４＝18(cm3)、

１辺の長さが１cmの立方体の体積は１cm3なので、18÷１＝18(個)切り 

分けることができます。 

  

立方体の形をした積み木の  １辺５cm ２個 

１辺の長さと個数      １辺２cm ４個 

              １辺１cm 18個 

 

理由  最も大きい立方体の１辺の長さは５cmだから、12÷５＝２ 

あまり２より、２個できる。残りの木片は、縦５cm、横２cm、 

高さ５cmの直方体だから、次に切り分ける立方体の１辺の長さ 

は２cmである。５÷２＝２あまり１より、１辺の長さ２cmの 

立方体は、２×２＝４(個)できる。残りの木片の体積は、 

５×12×５－５×５×５×２－２×２×２×４＝18(cm3)だから、 

１辺の長さ１cmの立方体が、18÷(１×１×１)＝18(個)できる。 

２ 
〔問題１〕 

 
【解 説】 

二酸化炭素が水に溶けると、その水溶液は酸性を示します。また、会話文か

ら、ＢＴＢ溶液は、水溶液の性質によって色が変わり、アルカリ性では青色、

中性では緑色、酸性では黄色を示すことがわかります。このことを利用する

と、ＢＴＢ溶液が緑色から黄色に変化したときは水溶液に溶けている二酸化炭

素の量が増えた、ＢＴＢ溶液が緑色から青色に変化したときは水溶液に溶けて

いる二酸化炭素の量が減ったと考えられ、二酸化炭素の量を調べることができ

ます。 

 

〔問題２〕 
 
 
 
 
 
 
 

【解 説】 

資料１と資料２から、植物が光合成を行うときは二酸化炭素を取り入れて酸素

を出し、呼吸を行うときは酸素を取り入れて二酸化炭素を出すことがわかりま

す。また、植物に光が当たっているときは光合成と呼吸の両方が行われているこ

とがわかります。さらに実験では、試験管ＢのＢＴＢ溶液が緑色から青色に変化

しました。これらのことから、オオカナダモが呼吸で出す二酸化炭素より、光合

成で取り入れる二酸化炭素の量のほうが多かったため、水溶液に溶けている二

酸化炭素の量が減ったと考えられます。 

オオカナダモが呼吸で出す二酸化炭素より、光合成で取り入れる二酸 
 

化炭素の量のほうが多かったから。    

    

    

 

 

二酸化炭素は水に溶け、酸性を示す性質があるから。 
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葉緑体では、光合成に使われる赤色、青色の光は吸収され、緑色の 

 

    

    

    

 

 
 

〔問題３〕 

  

 

 

 光はあまり吸収されずに反射しているから。 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

資料４と会話文から、光が物体に当たると、物体の表面では光の一部を吸収し、

残りの光を反
は ん

射
し ゃ

することがわかります。次に、資料５の実験結果に注目すると、

赤色の光を当てた試験管ＤのＢＴＢ溶液は青色に変化し、青色の光を当てた試

験管ＦのＢＴＢ溶液は青緑色に変化したことがわかります。このことから、赤色

の光と青色の光は光合成に使われたと考えられます。また、緑色の光を当てた試

験管ＥのＢＴＢ溶液は黄緑色に変化したことから、緑色の光は光合成にあまり

使われなかったと考えられます。以上のことから、光合成を行う葉緑体では、光

合成に使われる赤色、青色の光は吸収され、緑色の光はあまり吸収されずに反射

するため、緑色に見えると考えられます。 
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